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国⼟交通省国⼟政策局国⼟情報課 国⼟数値情報ダウンロードサービス 
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●⼤きく分けて、ベクトルデータとメッシュデータをダウンロード可能である。 

●注意事項（⽇本では、GIS データは GML 形式に統⼀していく⽅針） 

データ形式によっては、欲しいデータがまだ整備されてないものもあるが、別のデータ形
式であれば⾒つかるものもある。ここでは、JPGIS2.1 形式と統⼀フォーマット(SHP・
GML)形式について ArcGIS で利⽤する⼿法を学ぶ。 
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●JPGIS 形式 GML（JPGIS2.1）シェープファイル 
 

1 トップページで、[GML（JPGIS2.1）シェープファイル] が選択されているか確認 
例えば、 2.政策区域欄 の [⾏政区域] をクリック 

 
 2 データのダウンロード画⾯では、データの選択欄 で ☑ 愛知 とし、次へ をクリック 

 
3 データ 最も新しい愛知県の⾏政区域データ に☑ し、次へ をクリック 

 
 4 アンケートはクリックするところだけ適当に答えて、[回答する]をクリック 
 5 約款は、⼀番下の[はい]をクリック 
 6 右側の[ダウンロード]をクリックして、デスクトップ等に保存する。 
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●ダウンロードしたデータの座標系を確認する 
1 データをダウンロードする前に確認する⽅法 

 
2 ダウンロードしたデータから確認する⽅法 
  解凍したファイル中の「KS-META-…」をメタデータエディタで開いて確認 
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●座標系の注意事項 
JGD2011/（B,L） ⇒ 世界測地系 経緯度 ⇒ つまり、地理座標系で提供されている 
旧データの中には、TD/（B,L） と記載してあるデータもあるので要注意！ 

 
●座標系の定義 

解凍して出来たシェープファイルは、座標系が定義されていないこともあるので要注意。 
ArcCatalog でシェープファイルを W クリックして確認しておくことが必要。 
最新のデータは GCS JGD2011 （⇒つまり、JGD2011/（B,L））と表⽰されることを確認。 

 
●演習課題 
 
課題 1 愛知県（メッシュ番号５２３６，５２３７）の平成３年と最新年の「国⼟数値情報 ⼟

地利⽤細分メッシュデータ」を両⽅ともダウンロードし、 
（１）ArcMap で平成３年と最新年のデータを表⽰しなさい。 
（２）同様に、（1）の結果からゴルフ場だけ抜き出して表⽰しなさい。 

 
（ヒント）平成３年データは⽇本測地系、最新年データは⽇本測地系と世界測地系

が両⽅⽤意されている。なお、TD（B,L）⇒ TD とは、Tokyo Datum の
こと、つまり⽇本測地系のデータ 

 
課題 2 次の（1）〜（5）の作業を⾏って、愛知県の道路地図を完成させなさい。 

（１）愛知県の⾏政区域のデータと道路データを「愛知県道路」というジオデータベ
ースにセットしなさい。 

（２）愛知県の⾏政区分図と道路データを重ねて表⽰しなさい。ただし、座標系は世
界測地系（JGD2011）の平⾯直⾓座標系７系とする。（ヒント：メタデータ参照） 

（３）愛知県外にはみ出る道路がなるべく無いように調整し、道路種別の「⾼速道路」
「⼀般国道」「主要地⽅道」が分かるよう表現しなさい。 

（４）「愛知県道路」というタイトルで成果品の PDF を作成しなさい。 
（５）以上のプロジェクトを「愛知県道路.mxd」で保存しなさい。 
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